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 氏 名 持 永 愛 美 
(論文審査結果の要旨) 
 本論文は、夜間街路空間の心理的印象を考慮した照明設計を実現するための基礎研
究として、夜間街路空間における照明環境の物理的特徴量と明るさ感や活動性など人
間の視覚心理との関係を定量的に評価する指標を提案し、その有効性や照明設計への
応用などについて検討した結果をまとめたものである。得られた主な成果は以下の通
りである。 
 
 １．夜間街路空間に対する視覚心理について、明るさ感、明瞭性、活動性、不安感、
快適性、嗜好性、グレア感を設定し、夜間街路の撮影画像を対象に印象評価実験を行
い、各心理的印象と照明要素との関係を検討した。また、夜間街路の印象として重要
性が高い明るさ感と活動性について、照明光の物理的特徴との関係を検討した。その
結果、明るさ感は路面輝度の中央値、活動性は路面輝度の中央値、および周囲と比べ
て局所的に明るい領域の数（局所的明所領域数）と高い相関を示した。これらの物理
的特徴量を定式化し、明るさ感および活動性の評価指標として提案した。 
 ２．明るさ感および活動性の評価指標の有効性を検証するために、街路画像では再
現できなかった光源の高輝度を含む夜間街路の輝度レンジをもち、且つ様々な照明の
点灯パターンが可能な街路模型を製作し、それを対象とした印象評価実験を行った。
その結果、明るさ感および活動性ともに、提案した評価指標によって高い精度で予測
が可能であることが示された。 
３．実際の夜間街路空間において明るさ感および活動性の評価指標の有効性を検証
するために、実空間での印象評価実験を実施した。その結果、明るさ感および活動性
ともに、評価指標と高い相関が得られたことから、両評価指標ともに実空間において
の適用の可能性が示された。 
４．本論文の結果に基づき、夜間街路の不安感の軽減や快適性の向上に繋がる照明
光の特徴量を検討し、夜間街路空間の照明方法について検討した。 
  
以上、本論文は、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年１月１８日、論
文内容とそれに関連した事項について諮問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
